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金沢工業大学 敷田麻 実

藻場を中心とした
浅海生態系の
管理方式の検討 2

今日の話題

�沿岸域管理とは

�管理対象の拡大

�沿岸域管理による藻場管理
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沿岸域管理とは何か

�CZM（Coastal zone management, 

coastal management)

�沿岸域の環境や資源を好ましい状態
で維持するために、それに影響を与
える人間の利用を調整する考え方と
その仕組み、そしてその実践

敷田・末永（2003）から 4

沿岸域管理小史

� 1980年代までのアクセス権の要求拡大

� 同時期に「組織化」論

� 1990年代に「持続可能性」の登場

� 米国の「エコシステムマネジメント」

� 21世紀は「生態系アプローチ」の時代

� Bioregion(生態区？）で考える

� 河川の流域管理
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管理対象の拡大

敷田（2002）
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沿岸域管理の構造モデル

資源保護・環境保全

漁業 遊漁

沿岸域の管理

沿岸域の改変の進行
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自然海岸の減少(全国）
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注：自然海岸率は敷田・小荒井（1996）の方法により算出
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藻場に関する認識の共有

�重要な沿岸域生態系、資源

�身近な自然環境、

藻場の持続可能な利用藻場の持続可能な利用

�一方で藻場の破壊や喪失

11

なぜ管理システムが不安定に？

�新規参入者が現れる

�技術革新が進む

�資源や環境が変化する

だからアクターの問題を考える
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沿岸域における
「エコシステムマネジメント」

�人間活動も含めた生態系は絶え
ず変化し、そのすべてを人間は
理解できないが、科学的な知見
に基づき、モニタリングしなが
ら順応的に利用や管理すること
は可能である
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エコシステムマネジメント

最新の科学的知見に基づき、生態系と人間社会を
統一的に捉えた管理の方向性！

行政タテ割りの解消・地域住民との共同・協力を重
視するため、実行は地域の視点で！

生態系の複雑で多様なつながりを意図し、より大
きい空間的スケールで管理をプランニング！
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藻場から「場」へ

藻場の保全という技術論

保全を通して生態系に関する

知識を充実させる

その場（ソーシャルキャピタル）づくり
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沿岸域での理想的モデル

�排他性の低いモデルが現実的
� 地域外住民、都市住民（地域外者）の利用を前提に

�持続可能なモデルが必要
� 変化に柔軟である

�環境保全と地域経済の両立が重要
� 手を触れない「保護」では理解されない

� 「飯が食えるか」に応える管理
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変化に耐えうる管理とは・・・

�アダプティブマネジメント
�（順応的管理）

�そのために必要な知識を用意する

�知識を広く求めて、ネットワーク
化
�コラボレーション（協働）
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沿岸域の危機・・・・

水産振興を進めているが、水産業の衰

退が感じられる

資源管理や環境保全を進めているが、

必ずしもうまく行かない

18

では、どうすれば？

�変化を前提にする
� 「変化しないのは、変化するということ」

� 地域外からの影響を前提に

� 自立にこだわらない、自律

� 変化と影響に対応できる仕組みを創る
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いろいろな知識がいる！

�科学的な「科学知」SEK

� 研究や調査、専門家の知識

�生活に基づく「生活知」TEK

� 日常生活や職業現場で得る知識

�手続きに関する「手続き的知識」

� 行政的知識
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よそ者が知識を開示し、

地域内で発信する（店を開く）

藻場管理のOPENサーキットモデル

ネットワークが形成され、
知識が共有される

創った「形」が外部でも認めら
れ、イメージを形成する

地域で創った「形」を、外部に発信
する

↑形成

↓発信

←外部で 内部で→

Opening store

Networking

Presentation

Evaluation

学習や体験で
発信のための
ツール作成

学習（ルールと
ロールの確認）

敷田・末永（2003）から
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連続する
サーキット
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専門家の立場

�専門的知見以上の客観性

�選択肢の提示

�危機感を煽るだけではだめ
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問題解決コスト

�藻場保全のコストの点検

�どの系で集計すべきか

�費用便益分析

�利用と保全の費用と便益

24END
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